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例言

本書は、財団法人 東大阪市文化財協会が東大阪市下水道部の委託を受け、昭和 61年 6

月 7日 から7月 26日 までの期間に、実施した神並遺跡第8次発掘調査の報告である。現地
の調査は同協会の松田順一郎が担当し、園田義明、小林辰生、中道真司が調査補助員とし

て従事した。また、現地の掘削工事は、株式会社 大成建設および安西工業が行った。本報

告書の執筆・編集は松田による。遺物の写真撮影は GFプロにより、一部は松田による。
遺物実測図は通常のトレース図とは趣を異にするが、これはディジタルカメラで撮影し

た画像を、ドローイングソフトウェアの卿 AttM上でプロポーションを調整しながらト
レースし、インクジェットプリンタで出力したものである。遺物実測図のC餌⊃化はトレー

ス作業の省力化と画像のデータベース化にきわめて有利だと考えられる。これに向けての

一つの試みと考えていただきたい。

土器実測図で用いた表現の凡例は15ページに示した。胎土に含まれる砂粒は、鉱物と粒

径を以下のように記載した。卜 長石、Q=石英、M=雲母 (金雲母を含む)、 B=黒雲母、A=
角閃石、Ch=チャー ト、Mm=上記以外の有色鉱物。これらを多く含まれる順に列挙した。
粒径は Gr=細礫、VCS=極粗粒砂、CS=粗粒砂、MS=中粒砂、お =細粒砂、VR3=柾細粒
砂をWenttЮrthの区分に従って記載した。土器の色調はマンセル記法を用いた。4ペー

ジの堆積層断面図でも、粒径と色調を同じ方法で記載した。
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神並遺跡西端部の水路跡と埋積谷

下水 1-10工区管渠築造工事に伴う神
並遺跡第 8次発掘調査報告

1.は じめに

神並遺跡は東大阪市の束部、東石
切町 1・ 2丁 目西石切町1丁目

にかけて所在する考古遺

跡で、生駒山地の西山地斜面から発達
した扇状地緩斜面の標高 17～

50mにひろがる (図

1)。 この扇状地斜面の表層地質は、更新統
最上部から完新統に相当す

る掃流性および土石

流性の堆積物からなり、約1万
5千年前の後期石器時代のナイ

フ形石器 (背つき尖頭削器)

(東大阪市教育委員会・東大阪市文化財
協会,1987)・ 約 1万

～8千年前の縄文時代草創期

頃の両面調整尖頭器 (中西
・木建,1996)な どがわずかに出

上している。また、追跡東部

の標高約45m付近の現地表下数10Cmでは、縄
又時代早期の焼土娠や同時

期の押型文土器

が検出されている (菅原 ,1992)。
その後の縄文時代の考古資料は

ひじようにとばしいo縄

文時代晩期以前に開析され、縄文時
代晩期末から奈良時代まで

の堆積層で充填された、幅

10数 m、 深さ3mあまりの埋積谷が、同遺跡西辺
の西ノ辻遺 F,卜 と境を接する地点

で検出さ

れており、その中。上吉Бでは弥生時代後期
の土器資料、古墳時代中期末

～後期の水利遺構

の一部や、人物埴輪を含む土器資料が検
出された (東大阪市文化財協

会,198つ 。古墳時代

の住居跡などを含む違構・遺物は6世紀
頃のものを中心に、数か所

で検出されている (た

とえば中西・木建,1996など)。 また、遺跡範囲
の東吉6は、同時期の神並古墳群

の分布域

と重複している。奈良一平安時代、鎌倉
時代頃の遺構は、掘立柱建物

跡群が遺F亦範囲の東

部と北部で検出されている (下村ほ
か,1986)。 これらの歴史時

代の遺構
。遺物は、遺跡の

北に所在した法通寺とその領地や、文献
史料にみられる

「神並庄」との関連が指摘
されて

いる (下本寸, 1985)。
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図 1  神並遺跡と調査地の位置
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図 2 神並遺跡
第 3次発掘調査
トレンチ配置図
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神並遺跡第8次発掘調査は、上述した西ノ辻遺跡との境界となってぃる旧東高野街道の道路敷東側を南北に走る下水管渠の地下埋設および推進工法の堅坑掘削工窯下水卜loェ区)に ともなって行われた。現地の発掘調査は昭和61年 6月 16日 から7月 26日 までの期間に行われ、その後考古資料の整理作業を行った。以下にその概要を報告する。

2.調査経過

図 3 神並 8次 Aト レンチの機械掘削

現地の発掘調査は、西石切町1丁目5番地隣接地で、旧東高野街道の舗装道路東側に沿って南
1と
に走る水路を暗渠化する、管渠築造ェ事にともなって行われた (図 2)。 この区間でおもな調査対象となったのは、近鉄東大阪線高架下をくぐるかたちで、水路部分に設けられた幅 2.5m、 長さ38mの細長い領域 (Aト レンチ)でぁった (図 3)。 その南に隣接して設けられた推進ェ事用の堅坑部分、5× 3mの領域 (Bト レンテ)も調査対象となった (図4)。 両 トレンチともに銅矢板の上止めが施された。

調査期間は、梅雨にあたり、調査・ェ事期間の付け替え水路の容量が小さかったこともあり、まとまった降雨時には、水路上流からの雨水・汚水が調査 トレンチ内にいっきに流入し、短時間で調査区域が完全に水没するといぅ事態がしばしば生じた。そのため、記録を済ませてぃない堆積層断面が崩壊したり、上層遺物が下層に混じり込むといぅ不都合が生じた。後に示す堆積層断面図が欠けてぃるのは、このような事情による。また、発掘調査に先行して、ェ事の一部が行われたため、現地表面から、後述する検出遺構面までの推積層はほとんど失われていたほか、Aト レンテ内の北端と南端の比較的広い領域の堆積層が撹乱されていた。

今回の調査区の東側に隣接して昭和58年度に実施された神並第4次発掘調査区が、道路を隔て西側に近接して昭和59～60年度に実施された西ノ辻第10次発掘調査区がある。これらの調査では、すでに述べたょぅに縄文時代晩期以前に開析され、おもに弥生時代から奈良時代までに埋没した東西方向の埋積谷が延長約15omに わたって検出されている。埋

図4 神並 8次 B トレンチの調査風景
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積谷内の弥生時代の堆積層からは、神並遺跡側ではおもに後期初頭
の土器が、西ノ辻遺跡

側ではおもに中期後半の遺物が出土している。また、遺物が頻出する堆積層
より上方の層

準には、最近の道路部分の調査で、弥生時代後期のものと判明した貯木
の跡が検出されて

いる。その上位の古墳時代の層準では、両遺跡の調査区をとおして、5世紀末から6世紀

初頭の遺物を石組の貯水池を樋管でつないだ水利遺構が検出されて
いる。埋積谷最上部の

奈良時代層準では、神並遺跡側で貯水池や水路の跡を、西ノ辻遺跡側で
は水路にともなう

護岸施設や、水路に直交する杭列が検出されている。また西ノ辻遺跡側
のさらに_L位の層

準では室町時代の集落跡を構成するような丼戸や掘立柱の遺構群が検出
されている。今回

の調査区では、これらの遺構・遺物を含む堆積層を追認するかたちで進められ
た。なお、調

査の掘削深度は、管渠工事の最大掘削深までの、地表下約 5mまでであつたため、上述し

た埋積谷内の弥生時代中期堆積層より下位の層は調査されていない。

Bト レンチでは、いわゆる「地山」とよばれる更新統最上部の地層を現地表下約5mまで

試験的に掘削し、遺構・遺物の有無を探つた。観察された堆積層
の累重は、数 cmか ら数

10cmま での砂・シル ト・シル ト質粘土層の互層で、しばしば植物遺体や腐植の葉層が挟

まれていた。ほとんど遺物を産出しなかったが、地表下約 3.5mで、木炭片が散乱し、樹

木の株が原位置を保つて散在する層準がみとめられた。更新世末、最終氷則
の埋没林と考

えられる (図 5～ 7)。 また、同層準では加工木らしき木片が 2・ 3点出土した。その後の調

査地との層序対比や材化石の年代測定などの作業を残しているため、本報告では
Bト レン

チの調査結果については述べない。

図 6 Bト レンチで検出された炭の

散布状況

図7 Bト レンチで検出され

た株。最終氷期頃の埋没

林と思われる。図5 Bト レンチの堆積層断面。写真の

掘削深は現地表下約4m付近で、更

新統最上部の堆積層と考えられる。

3.調査結果
調査地で観察された土層の断面図を図8に示し、単層の岩質・色調を掲げる。岩質によ

る堆積相の区分 (単層区分)による観察から知られる顕著な堆積相の変化、遺構
。遺物の

検出層準とそれらの相対年代などにもとづき設定した層序学的区分をこ
こでは遺構 遺物

帯 (etlulozOne)と呼び、上位よりI～VⅢ を認定した。図で、遺構・遺物帯HがⅣ の下

位に示されているのは、本帯に相当する水路の堆積層を断面手前側に残し同
一面に投影し

たためである。以下に、上位の遺構
。遺物帯から順にその概略を記載する。

3刊 遺構・遺物帯

311 遺構・遺物帯 I(単層 1)
調査地東半は、旧東高野街道の道路面とその東側で一段高い耕作地の境界に位置す

るた

め、現地表面直下には高い側の耕作地造成に際して形成された盛土層および耕作土層
の再
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N

堆積層が分布する。これらはおおむね塊状の砂礫まじり粘土質シル トからなる。本帯から

は近世 。近代の磁器と、中世以前の須恵器・土師器が出土した (図 20)。

31.2 遺構・遣物帯‖～Ⅲ (単層2～ 5・ 土墳内雄積層は6)
これらの遺構・遺物帯で検出された遺構を図9に示す。遺構・遺物帯Ⅱは、調査区北部
を北北東―南南西方向にのびる水路跡 (図 9の DCH、 図10～ 13)の堆積層で構成される。

上部 (単層 2・ 3)は、流水性のシル トまじり砂礫、下部 (4・ 5)は砂礫質シル トをマトリ
クスとし、小型～大型の大礫 (small～ large cobbles、 直径 64～256mm)・ 瓦片・土器片
からなる堆積層から構成される。礫は角閃石斑橋岩と花南岩の亜角～亜円礫であった。水

路幅はその西岸部が調査区内にはいらなかったため不明だが、道路を挟んで西側の西ノ辻

遺跡第 10次調査区では、この水路は検出されていないので、道路幅よりは狭く2～3mで
はないかと想像される。深さは、調査区東辺の検出面との比高が約70cmあるが、西辺で
の比高が不明なため、明確ではない。水路内の堆積層の厚みは、40cm弱で、想像される
水路幅に対して相対的に浅い。水路底の礫は計測を怠ったが、水路底に堆積した礫の最大

2m

8 !]〕

S

-16

a
a        3

― T,P.16m
1呵

3

16
9  1 15

21

-1524 25

26
28

3Л

32 ―-14
3

1.撹乱土・盛土
2. シ/ル トまじり靱町築 2.5Y4.5/1
3.シル トまじり砂礫  10Y4.5/1
4. 砂礫  10Y4.5/1
5。  砂礫  2.5Y5/2
6.砂まじり粘±  10GY3.5/1
7.砂礫まじリシル ト質粘± 10YR4/3.5
8.砂礫まじリシル ト質粘± 5G3.5/1
9.砂まじり粘± 10YR」 /2
10.砂礫まじリシル ト質粘土(灰黄色砂質粘土質シル トブ
ロックを含む)10YR4/1
11.泥まじり中礫～細伊ξ 10YR3/2
12.砂礫まじリシル ト質粘± 7.5Y4/1
13,14 16.砂礫まじり粘± 2.5Y3/1
15,17,21.砂 礫まじり粘± 2.5Y3/1(埋積谷ベース
の5GY4.5/1粘土質シル トのブロック土まじる)
19,22.極細粒砂とシル ト質粘土の葉層互層 5GY3.5/1

34
35
37 39

3

――T.P.13m

23.細礫まじリシル ト質砂 5Y3.5/1(炭 ・植物遺体多
サゝ)

24.砂 まじリシル ト質粘± 10YR3.5/2(植物遺体多い)
25.細粒砂まじリシル ト質粘± 5Y4/1
26.粗粒砂～中粒砂まじリシル ト質粘± 5旦「4/1(最下部
は泥マ トリクスの砂礫)

27.シルト質極細粒砂 5Y4/1
28.シル ト質粘± 5Y3.5/1
29。 中粒砂～極細粒砂 2.5GY4/1
30。 粘土質極細粒砂 5Y3.5/1
31,33.細粒砂～極細粒砂葉層の互層 2.5GY電 /1
32.シル ト質粘± 5Y3.5/1A<n34.砂 まじり植物遺体
サ冒 2.5Y3.5/1
35,36.シル ト質粘土・細粒砂～極細砂葉層の互層
5Y4/1
37.砂礫まじリシル ト質粘土十伐採木 2.5Y4/1
38,砂礫まじリシル ト質粘± 2.5Y3.5/1
39.砂礫質粘土質シル トのブロック± 7.5GY4～5/1

36

図 8 Aト レンチ中央部の堆積層断面図。l～Ⅵ‖は遺構・遺物帯の範囲を示す。断面位置 a_a'は図 9に示す。
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長軸方向には、流路に直交するものと、並行するもの
の2つのモー ドがあり、投棄された

状態から、強い流水によつていくぶんリワークしたも
のと考えられる。ただし、インブリ

ケーションがほとんどみとめられないため、これらの礫の上面
を越える水深での強い流水

に長期間さらされてはおらず、また長距離の運搬
・堆積はなかつたと判断される (図 12・

ユ3)。 このようなことから、水路底の堆積物は隣接地の水路側方から投棄
されたものと思わ

れる。

本帯から出土した遺物の相対年代は、15世紀後半から16世紀を示す
(表 1・ 図 19、 図

21～ 27。 ただし、瓦は土器類より古い相対年代を示す。)が、遺構・遺物帯 Iの
一吉[を 切る

かたちで形成された護岸の杭列が水路東辺で検出された。さらに 東ヽ辺水路
束岸側の一段

高い場所で、遺構 。遺物帯Ⅳ の飛鳥
一奈良時代の堆積層をベースにした遺構・遺物帯Ⅲ

の土墳が2基検出され、そのうち土墳1(図 9の研■1。 図11の右方、断面
の上面に残存。)

は、直接的には現代の水路に切られているものの、予想される元
の平面形からみて、すで

に本帯の水路形成時にその西端部を削られていたと考えられ
る。また、井戸 (図 9の WElッ、

図 14)は、水路底の礫
。遺物層に上部を削平された状態で検出され、水路にともなう杭列

がこれを横断していた。これらの土墳からは、水路底に堆積した遺物
とほぼ同じ相対年代

を示す遺物がわずかながら出土している。したがつて、水路の上限年代
は、人工遺物のみ

から判断される年代よりは新しく、15～ 16世紀の進構
・遺物が廃棄され、わずかながらも

10m

図 9 Aト レンチ北半、遺構 。遺物帯‖～

Ⅲの遺構分布図。WEL=井戸、PST=

杭、 DCH=水
'各

(溝 )、 LPT=土坑。

図 12 水路内の雄積物(古流向は左下→右上)

図 13 水路内の堆積物(古流向は左上→右下)

図 10 中・近世の水路跡検出状況。調査区北端から南を撮影。ト

レンチの側壁は、先行した工事掘削のため失われている。

水路内の堆積物には礫と瓦がめだつ。

中 。近世水路跡

の完掘状況。Aト

レンチ中央部か

ら北方を撮影。

図 11



図14 Aト レンチ北部の水路底に残存する井戸
遺構 (WELl)。 撮影方向は西。

図15 Aト レンチ中央部、水路底に残存する土坑 (LPT3)。
撮影方向は西。

埋没後、耕作地造成による整地などの土地改変にともなって形成され、少なくとも近世の
ある時期まで同一の流路 (N16°E)を保っていたと考えられる。現代の水路はこれとは斜
交し、ほぼ南北方向 (N2° E)にはしる。
遺構 。遺物帯Ⅲ に含まれる土損 2(図 9の Ы■2)。 土墳 3(図 10の ぼ 迅、図 15)はそ
の上部を現代の水路形成時に削平を受け、浅く残存 したものと考えられる。15～ 16世紀
の遺物とともに、先の水路底の礫と同様な礫が散布していた。
3.司 .3 遺構 。遺物帯Ⅳ (単層 7～ 12)

本帯を構成する堆積層は、調査区東辺にのみ分布した。塊状ないし不明瞭な葉理をなす
砂礫質シル ト質粘上で、堆積物密度流 (おそらく土石流にちかい泥れ の堆積物と考えら
れる (図 16)。 また、層理の間には、掃流性の堆積層と考えられる薄い砂礫層が狭まれてい
た。調査区の北部では、遺構・遺物帯Ⅱの水路によって、また南部では現代の水路と調査
に先行した工事の掘削によって失われていた。出土遺物は奈良―平安時代のものと思われ
る須恵器が 1点 (図 2855)と 、下位層準より混入した土師器破片 (図 2856～ 641な どが
わずかに出土した。本帯の相対年代は、これらの遺物と、本調査の東に隣接する神並遺跡
第 4次調査区との層序対比によって決定した。
31,4 遺構・遺物帯 V(単層 13～ 22)
本帯はおもに埋積谷谷壁を構成するベースの堆積物の偽礫と砂質シル ト質粘土とを混合
した人為的な埋土層、およびこの層中に狭まれる2・ 3枚の流水性の砂礫薄層からなる。人
為的な堆積物からなるが、埋積谷内の堆積サクセッションの最上部の層準である (図 17)。
本帯からは、5世紀末～6世紀初頭の土師器 (甕・高杯)を主とする遺物が出土したが、上
記の層相から堆積年代は遺物の相対年代よりもやや新しく、飛鳥―奈良時代と考えられる。
315 遺物 。遺構帯Ⅵ (単層 23～ 36)
本帯はおもに砂礫層・泥のマ トリクスをともなう砂礫層、および砂まじり泥層からなる。
しばしば異地性 (埋積谷周辺のものも含まれる)の植物遺体 (樹木の葉 。小枝など)を多く
含む堆積層が挟まれる。埋積谷内の本帯の垂直範囲は、約 1,8mあ り、この間でおおむね
上方細粒化サクセッションをなす。下部の中粒砂～シル トを主とし、植物遺体や炭片のま
じる堆積層は、神並遺跡第4次・西ノ辻遺跡第 10次調査で 5世紀末～6世紀初頭の水利遺
構が検出された層準に対比され、本調査においても遺構は検出されなかったものの、同時
期の須恵器・土師器が出土した (図 29)。 また、下位層準の弥生時代中期の遺物も混入す
る。正確な記録を怠ったが、これらの遺物の多くは本帯上部の堆積層より出上した。図8
の土層断面図に示したように、遺構・遺物帯VⅢ に相当し、弥生時代中期の土器片を含む
より古い堆積層が、埋積谷北側谷壁にはりついたように分布する。この様子から、この堆
積層と同時異相をなす埋積谷中央部の堆積層が谷を充填していたが、これらが谷中でいっ
たん開折され、本帯を構成する堆積層によって再び充填されたと考えられる。この開析は、

い
″ヤ
４
・
コマヤ
オ●ヽ
一
″
ｔｒ
ヽ
イ
】
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守
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゛
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宝
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ヽ
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´
ヽ
一
ｒ
４
“
４
ヽ
争
驚
″一

図 16 遺構・遺物帯 iVを
構成する雄積層。
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下位の遺構・遺物帯VHが弥生時代後期にあたることからみて、弥生時代中期末～後期初

頭の比較的短期間に起こったと考えられる。本帯以上の層準で弥生土器が混入するのは、

新たな開析部分の埋積が進むなかで、このとき侵食されなかった谷壁の弥生時代中期の堆

積層から洗いだされたためと考えられる。なお、この埋積谷の弥生時代中期までの埋積と、

その後の開析、および再度の埋積は、河内平野中央部に当時存在した水域、いわゆる
「河

内湖」の湖水準変動と強く関連すると思われる。

31.6 遺構・遺物帯 V‖ (単層 37)

本帯はおもに、谷の仲張方向に集積されたカシ属を主とする伐採木とこれらの間隙を充

填する砂まじリシル ト質粘土からなる堆積層で構成される(図 18)。 ただし、本帯上部では

上位の単層36が伐採木の間隙を充填していた。伐採木は周辺の林地から切り出され、加工

までの一時期の貯木を意図したものと考えられる。材木の直径は、15～30cmで、樹皮は

残されていたが、枝は払い落とされていた。材木は調査地を横断していたため、その長さ

は明らかではないが、ほとんどのものは少なくとも3mを越すと推狽1される。なお、道路

を挟んだ西狽1の西ノ辻遺跡第 1()次調査区でも、この貯木層の延長部が谷底に沿って約3m

検出されている。いっぱう、東に隣接する神並遺跡第4次調査区では、検出されていない。

これらのことから、今回の調査区以西の検出部分を合わせると、延長 10mあ まりの間に貯

木層が延びていることになる。

本帯からは、表 1,図 19に示すように、古墳時代後期、弥生時代後期、弥生時代中期の

土器が出上した。弥生時代中期の土器に関しては、遺構・遺物帯VIの項で述べたように、

谷壁の堆積層から混入したと考えられ、弥生土器とその他の土器の出現頻度の差に表れて

いる。いっぽう、古墳時代 5世紀末から6世紀初頭の土器は、貯木層以上の層準で出土し

たが、材木の隙間を埋める堆積物からも採集された。このような中で、西に隣接する道路

下で行われた西ノ辻遺跡第32次調査では、古墳時代の堆積層と弥生時代中期の堆積層が明

瞭に分層され、貯木層がこの間の層準で、わずかに弥生時代後期の土器をともない、その

時期のものと判明した (中西,1996)。 この結果に調和的な出土遺物は、出現頻度の低い弥

生時代後期の土器片である (図 3079・ 80)。 このようなことから、すでに述べた谷中のエ

ピソディックな下刻の後、弥生時代後期に比較的静穏な環境下で貯木層が形成され、その

後古墳時代中期末～古墳時代後期堆積層が貯木層の砂礫やりとをかなり侵食して堆積したと

考えられる。

3司 .7 遺物・遺構帯 Vill(単層 38・ 39)

本帯を構成する堆積層の中′いは、上述の貯木層直下の堆積層の下位にみとめられ、当時

の谷底に堆積したと考えられる泥質砂ないしは砂質泥であるが、調査深度が増すにつれ調

査範囲がかなり狭まったうえ、本体工事の掘削深をすでに越えていたため、上記の貯木層

の一部を取り除いて下位層を確認したにとどまる。その堆積層 (単層 38)と 同時異相をな

すと考えられる谷壁の堆積層 (単層 39)は、土層断面図8の T,P.約 14m以下にみられる。

図17 遺構・遺物帯V最上部 (飛鳥―奈良時代)での埋

積谷の検出状況。撮影方向は北。

図18 遺構。遺物帯ⅥI(弥生時代後期)の貯木層。写

真上部が西 (下流側)。

:ゝ 玉r●
オ



∞

彰
◆

持
γ
十

動が撃

γ
/物

が

群

輩
ゴ

浴

ご々冬線

ゴ

々々 が 潔 ン,

種類 器種
時代・時期

遺構・遣物帯I

遣構・遺物帯!`

遺構 4遺物帯III

遺構・遺物帯iV

遺構・造物帯V

遺構・遺物帯VI

遺博・遺物帯VII

造構・遣物帯Ⅵ ll
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〆
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mn近 世
md中 世
he平安時代
na奈良時代
ko古墳時代
ya弥生時代

C世紀  e初 頭
=同 時代
>=以後 <=以 前

遺物出土点数(n)が50点未満の
遺構・遺物帯における頻度表現
n<10 +
n<=10+■

図19 人工遺物の遺構・遺物帯別相対的出現頻度
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砂礫まじり粘土質シル トからなり、その大部分は埋積谷壁を構成する堆積物の偽礫と、土

壌化した同じ堆積物のマトリクスからなる谷壁斜面の崩積性堆積物であつた。これを覆
い、

その後流水によって再堆積し、葉理がみとめられる部分とは区分される。このような崩積

性堆積物の層が形成される空間が存在したこと、この斜面堆積物が本帯を構成する谷底
の

堆積層の上に載っていることから、少なくともこの埋積谷の最後の開析は、弥生時代中期

末の堆積層形成直後の弥生時代後期初頭に急速に進み、その後埋積に転じるが、弥生時代

後期には、その直上の泥質堆積物が堆積するような、静穏な堆積環境がある期間持続した

と考えられる。

本帯から出土した遺物のほとんどは、弥生時代中期末の畿内第Ⅳ様式の土器だが、弥生

時代後期、第V様式に属すると考えられるミニチュア長頚壷も含まれている (図 81)。 こ

れらは、発掘調査における採集エラーというよりも、土器型式の変遷における、あり得
べ

き組成の「微分的」様相を示しているものと解釈する。

3.2人工遣物

今回の調査で出土した人工遺物は若千の近世・近代の磁器破片、室町時代 (15～ 16世紀)

の瓦器・土師器 。陶器・銭貨と瓦、平安時代の黒色土器、飛鳥時代～平安時代の土師器、古

墳時代中期末～後期 (5世紀末～6世紀)の須恵器・土師器・埴輪破片など、若千のサヌカ

イ ト破片、弥生時代後期の畿内第V様式の上器類、弥生時代中期末の畿内第Ⅳ 様式の上

器類、などである。これらが含まれる遺構
。遺物帯ごとの出土量 (破片数)を表 1に、相

対的出現頻度を図 19に示した。

これらの内、とくに遺構 。遺物帯の相対年代を示すような資料を選び、図 20～ 35に示

す。これらの遺物の個別の特徴は図中に記載した。人工遺物について、とくに考慮した諸

点を 3.2.1(p.21)以下に述べる。

遺構

遺情・遣物幕‖

遺欄 遣物林Ⅲ
迫情 追物帯IV
迫協 遺物帯V
遺働 迫物帯V
遺消・遺物帯V‖

遺鵜 遺物帯VⅢ
商北撹乱都

溶耐費  ふいどの

25

516

1

6

30

瓦器

笠形

+製品

1

儀質

(お もに打ち欠き

五円盤

2

磁器

青協

l寃

5

閣 器

(備前捜)(備前焼)(その他 )

摺鉢   奎

11 5  1

1

31   34

土師器

釜   皿

1

32 146   2  11  87   3     1
143

1

ミニチ
タキ

軒丸瓦 その他

タキ

螢 火舎 音炉

319 135     3     3  11   4

膊一醒
椀

3

va`V】 =

弥生土器

車  器台

1

9

1  1

koく=

土器

土師器

ko(5● 6C】 ▼

円筒蟷崎?

26

80

ko=

不 朗

25  14

ko(Se・ 6C)‐

土師器

製塩

壺  真  高杯 土器

2

5  23   6  1
1   18   5   4

ko‐

不明

12

ko(Se‐6C)=

1

1

21

2 1  1

須恵器

と  杯 杯蓋 高杯 器台

須恵器

壺

,

na‐ he=

邪

1

,

椀

4

he=

灰轍陶器
緑釉閣器 '

皿・椀

擦入石材

円凛

瓦

表面溶周虫,

軒平瓦

1

壷  器台

土器

27

6C

サヌカ

イト厳片

3

6

土製品

紡鍾車

1

、生土器

va(‖1)=

奎  甍

,

1

va`‖ 1‐ lV)歳

蔓・ ■・

高杯など

1

2

S

40
S 6 2 1

va(lV)=

弥生土器

主  甕 高杯 鉢 台付!水差

1  6

12 4

7  33   5   1    1    1

衡形土製品 テュア奎

表 1 人工遺物の遣構 。遺物帯別出土点数。時代 。時期の凡例は図 19を参照。
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図20 遺構・遺物帯Iの遺物、土師器・須恵器・磁器

2cm

オi蚕
刊瓦器 不明

不明
*

*

2・ 3須恵器 不明
不明
*

*

4・ 8磁器 不明
近代
*

*

6磁器 不明
不明
*

*

5・ 7土師器 不明
不明
*

*

5

8

図21 遺構・遺物帯‖の遺物 (1)、 土師器・陶器

14 12

14

10cm

遺物実測図の凡例はP.15に示す。

0

11

■
1・
'   ｀

|

9土師器 皿
室町時代(16世紀前半)
F,Q,VFS
7 5YR7.5/1.5

10土師器 皿
室町時代(15世紀末～16世紀前半)
F,(Q),VFS
5YR7/2
1刊 土師器 皿

室町時代(15世紀末～16世紀前半)
F,(Q);FS― VFS
7.5YI甦7.5/15
12土師器 皿
室町時代(16世紀前半)
F,(Q),VFS
7 5YR6.5/3
13土師器 皿
室町時代(16世紀前半)
F,(Q);FS― VFS
10YR5.5/15
14灰不葡陶器段皿
平安時代
*

5Y6.5/1

12

10

13

11

0
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図22 遺構 。遺物帯‖の遺物 (2)、 土R市器・瓦器

15

16

一一一一一一一一
)

5cm

15瓦器 釜
室町時代(15世紀後半)

F,Q;MS―VFS
N3.5
16瓦器 釜
室町時代(15世紀末～16世紀初頭)

F,Q;FS―VFS
外2.5Y75/1,内 N4
司7瓦器 釜
室町時代(15世紀末～16世紀初頭)

F,Q,(Ch):FS VFS
タト10YR6.5/1,内 10YR6.5/2
18瓦器 釜
室町時代(15世紀末～16世紀初頭)

F,Q,(Ch,M),CS― VFS
2.5Y6/1

19瓦器 釜
室町時代(15世紀末～16世紀初頭)

F,Q,(Ch),CS― VFS
N3.5
20瓦器 釜
室町時代(15世紀末～16世紀初頭)

F,Q,(M);FS― VFS
N4
21瓦器 釜
室町時代(15世紀木～16世紀初頭)

F,Q,(Ch);CS VFS
タト5Y55/1,内 5Y7.5/1
22瓦器 釜
室町時代(15世紀末～16世紀初頭)

F,Q,(M);FS―VFS
loЧ駅5/2
いわゆる「京都型」?

刊7

22

/

写真のスケールバーはすべて 5cm。
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図23 遺構・遺物帯‖の遺物 (3)、 瓦器

23

写真のスケールバーはすべて5ci)。

23瓦器 火舎
室町時代(15世紀末～16世紀前半)
F,Q;FS― VFS
N3
24瓦器 火舎
室町時代(15世紀末～16世紀前半)
F,Q,FS―VFS
5Y55/1
25瓦器 火舎
室町時代(15世紀末～16世紀前半)
F,Q,(M),FS―VFS
N4.5
26瓦器 火舎
室町Π寺代(15世紀末～16世紀前半)
F,Q,(M),

FS― /ヽFS

N4
27瓦器 火舎
室町時代(15世紀末～16世紀前半)
FQ,(M,Ch,Mm),
FS―VFS
2.5Y6.5/1

28瓦器 香炉
室町時代(15世紀末～16世紀前半)
F,Q:FS―VFS
2.5Y2/1
29瓦器 ミニチュア釜
室町時代(15世紀末～16世紀前半)
F,Q,Mi FS― VFS
5Y5/1
30瓦器 香炉?
室町H寺代(15世紀末～16世紀前半)
F,Q,6/CS),cS―vFS
外N35,内 2.5Y75/1.5

0 10cm

し

28

30
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図24 遺構・遺物帯‖の遣物 (4)、 瓦器

31

0 1 0cm

33

35
34

一

／

＼

31瓦器 摺鉢
室町時代(15世紀末～16世紀前半)

F,Q;FS―VFS
外N4,内 5Y7.5/1内外面に敲打痕
32瓦器 摺鉢
室町時代(15世紀末～16世紀前半)
F,Q,(M);MS―VFS
クトN5,内 5Y65/1

33瓦器 摺鉢
室町時代(15世紀末～16世紀前半)

F,Q,(M),MS―VFS
外5Y6.5/1,内N45
34瓦器 摺鉢
室町時代(15世紀末～16世紀前半)
F,Q,(M),MS―VFS
N4
35瓦器 摺鉢
室町時代(15世紀末～16世紀前半)

F,Q,(M),FS―VFS
外N3,内 59/1
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図25 遺構・遣物帯‖の遺物 (5)、 磁器・陶器
No 31

ー

ー
38  .i

36磁器 青磁椀
室町時代(15世紀末～16世紀前半)
*

7.5Y5/2
37磁器 青磁椀
室町時代(15世紀末～16世紀前半)
*

2.5G6.5/1

38緑和陶器椀
平安時代
*

1(lYR6/2.5

39陶器(備前焼)摺鉢
室町時代(15世紀末～16世紀前半)
*

5YR4 5/3
40陶器(備前焼)摺鉢
室町時代(15世紀末～16世紀前半)
*

10泣肥 .5/1

41陶器(備前焼)摺鉢
室町時代(15世紀末～16世紀前半)
*

10壮M.5/1
42陶器(備前焼)壼
室町時代(15世紀末～16世紀前半)
*

5W町 /4

No 32

37

No 29a

No 29b

1 1■ it.

O
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図26 遣構・遺物帯Hの遣物 (6)、 陶器

図27 遺構・遺物帯‖の遺物 (7)、 銭質

47 48

51 52

47銭質「治平通宝」
宋,1064年初鋳
*

*

48・ 50銭賞「政不日通宝」

宋,1lH年初鋳
*

*

49銭寅 「開元通宝」
室町時代?模鋳銭

背文なし
*

51銭寅「祥符元宝」
宋,1008年初鋳
*

*

52銭貨 「洪武通宝」
明,1368年初鋳.模鋳銭?

背文あり
*

53銭質「元符通宝」
宋,1098年初鋳
*

*

54銭寅「不明」

5cm

49

53
2cm

土器実測図の凡例

50

54

ヨコナデ

イタナデ

ハ ケ

ヘラケズリ

雪吊覇編雛恩～1釧世紀前∋
F,Q,(M),(Gr)VCS― CS
5W硝/4

雪朧 笹冠藁抱16世紀前半)

F,Q,(M),(Gr)VCS一 MS
5散R6/2.5
45。 46陶器(常滑焼)不明
室町時代(15世紀末～16世紀前半)

F,Q;MS―VFS
5W馳/2

摺り目

接合痕

凹線文

キザミメ
ノノノノノ

ヘラミガキ

＼
尉
院

＼

キ
十 ~~A

〃

μ
　
′
コ

ヽ
一　　　　　　　　　一

一
．
二〕

||〕

ユビオサエ
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図2e 遺構 。遺物帯Ⅳの遺物、識鳥―奈良時代の須恵器・土師器 55須恵器 壼,底部
奈良時代
*

N5.5
56～ 64土師器 郭あるいは皿
飛鳥一奈良時代
F,Q,(B,Ch),MS― VFS
7.5WR6/6
65土師器 重,口縁部
古墳時代(5世紀末～6世紀初頭)
F,A,(Q,B),(Gr)VCS― FS
7.5粒R5.5/3.5
66土師器 壼,回縁部
古墳時代(5世紀木～6世紀初頭)
F,Q,F,Q,(B),Gr,VCS― FS
10YR6/2
67土師器 菫,肩部
古墳時代(5世紀末～6世紀初頭)
F,A,(Q,M),VCS―VFS
7 5WR5.5/4
68土師器 高杯,杯部
古墳時代(5世紀末～6世紀初頭)
F,Q,(M),MS―VFS
7.5ヽR6/4
69土師器 高杯,杯部
古墳時代(5世紀末～6世紀初頭)
F,Q,(M)
7.5YR6 5/4
70土師器 高杯脚部
古墳時代後期(6世紀前半)
F,(Q,M),MS―VFS
7 5YR6.5/3
71(遺構 。遺物帯Ⅵり須恵器 郷蓋
古墳時代後期(6世紀前半)
*

N5
72須恵器 ,Tヽ
古墳時代後期(6世紀前半)
*

N5
73(遺構・遺物帯V)須恵器
器台脚部
古墳時代後期(6世紀前半)*
N45
凹線,櫛描き波状文
74土師器 高杯脚部
古墳時代後期(6世紀前半)
F,Q,M;Ms― VFS
5YR6/3
75土師器 高杯 ,lTヽ部
古墳時代後期(6世紀前半)
F,Q,(M),MS―VFS
5YR6.5/4.5
76土師器 高杯,郭部
古墳時代後期 (6世紀前半)
F,A,Q,(M),CS― VFS
5YR8/6
77土師器 高杯,脚部
古墳時代後期(6世紀前半)
F,Q,(M),VCS― FS
5YR6.5/6.5

欝
・・「オ6 62

5cm

図29 遺構・遺物帯Ⅵの遺物、古墳時代の土師器・須恵器

Scm

ヤ ィ
手
ヽ

一
　

ト

『建69

75

5cm

〓

一一一
65

73

69 5cm
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図30 遺構 。遺物帯ⅥIの遺物、弥生土器
図31 遺構 。遺物帯VIHの遺物 (1)、 弥生土器

81

80
78 ９

　

ｃｍ

７

・
　

５

図32 遺構・遺物帯ⅥIIの遺物 k2)、 弥生土器

°じ→き＼

78弥生土器菱
弥生時代後期(畿内第V様式)

疵獣床ど肥躍効婿筈謬≫キ

女霊目肥 緞 霊群r5/2
タト
弓遍屋塵ぴ菩|ィ、脚吉Б

弥生時代中期末～後期

(畿内第Ⅳ～V様式)
F,Q,(Mm),CS― VFS
lo散R6.5/2
擬凹線文

81弥生土器 長頚壷ミニチユア

弥生時代後期(畿内第V様式)

F,A,(Q,M),VCS｀ ▼
/FS

75此R5/4
胴部は幅の狭い原体でケズリ

82弥生土器 広口菫

弥生時代中期末(畿内第Ⅳ様式)

F,Q,(M);(Gr)VCS― FS

10YR7/3
凹線文,櫛描直線文・波状文

82

― とk三

｀ヽ
く

O 10cm
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図33 遺構・遣物帯Ⅵ‖の遣物 (3)、 弥生土器

33

85

i■ II.,11

83弥生土器 菫
(胴部下半～底吉勁
弥生時代中期末
(畿内第Ⅳ様式)?
F,Q,(Mm),Gr,Vcs― FS
10YR6.5～ 7/3
84弥生土器 壼底部
弥生時代中期末
(畿内第Ⅳ様式)(P
F,A,Q,(B),Gr,VCS―Ms
7.5WR6/4

85弥生土器 水差
弥生時代中期末
(畿内第Ⅳ様式)
F,(M,Q),cS― VFS
7 5YR6/3
凹線文
86弥生土器 台付鉢脚台
弥生時代中期末
(畿内第IV様式)
F,(B,Q);(Gr)MS―VFS
10YR6.5/2
凹線文,透かし円孔
87弥生土器 台付鉢脚台
弥生時代中期末
(畿内第Ⅳ様式)
F,(M,Q);(Gr)MS― VFS
10YR6.5/2
凹線文 ,透かし円孔

88弥生土器 高杯脚部
弥生時代中期末
(畿内第Ⅳ様式)
F,Q,(M,Ch);VcS― Ms
7 5YR7.5/2
89弥生土器 高杯脚部
弥生時代中期末
(畿内第Ⅳ様式)
F,A,(Q,B);Vcs―Ms
7.5YR4.5/4

86

$ 87

初

″4_

ilⅢモFガ

三二11と

89

0

l′

′

10cm
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図34 遺構・遺物帯VIHの遺物 (4)、 弥生土器

90

＼

ぶふ 、

|サルノノノノノノ

93

せヽi ドヾ ヽ

｀
、＼ぶ、ヽ

91

10cm

92

0

一一一＝

A

＼
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3cm

O

図35 遺構・遺物帯Ⅵ‖の遺物 (5)、 弥生土器・石器

90弥生土器 甕
弥生時代中期末(畿内第Ⅳ様式)
F,A,(Q,M),VCS―VFS
25粒子4/1
91弥生土器 密
弥生時代中期末(畿内第Ⅳ様式)
A,F,(Q,M),CS― FS
7.5YR5 5/4

外面全体に煤付着.凹繰文,キザミロ文
92弥生土器 奏
弥生時代中期末(畿内第Ⅳ様式)
F,A,Q,(M);CS― FS
10散R6.5/2
外面に煤付着.凹繰文
93弥生土器 養
弥生時代中期末(畿内第Ⅳ様式)
F,A,M,(Q),CS― VFS
7.5ヽR6.5/3
94弥生土器 奏
弥生時代中期末(畿内第Ⅳ様式)
F,Q,M,(Mm);VFS― MS
7.5YR7/2

95

97

95弥生土器 台状土器
弥生時代中期後半(畿内第III Ⅳ様式)
F,M,(Q,対 ;(Gr,VCS)vFS
10YR5.5/2.5
96弥生土器 スノコ状筒形土製品
弥生時代中期末～後期初頭(畿内第Ⅳ―V様式)
F,A,(Q,M);VCS― FS
5YR5 5/4
スノヨ部分内面に有機物残津付着
97土製品紡錘車
弥生時代
F,A,(Q,M),CS― VFS
5Ч

“

.5/4

98石器 石鏃
弥生時代
*

*

ふ
(

―

＼ヽ

卜
べ
（

98

0 10cm

臨

＼ ヽ|ヽ＼
心ヽヽ

０

０

◎

⑤

⑧

◎

サヌカイ ト製,両面調整



3.2.1遺構・遺物帯 Hの瓦の観察結果

遺構・遺物帯Ⅱの水路跡より平瓦 319点、丸瓦 135点、軒丸瓦 3点 (図 86)、 軒平瓦破

片 1点、鬼瓦破片 2点 (図 87)が出土した。軒丸瓦は、巴文軒丸瓦で、製作された年代は

89・ 90は室町時代、88はやや古く室町時代前半～鎌倉時代と考えられる。遺構・遺物帯

IIで瓦の伴つて出土した土器類は、先の室町時代の巴文軒丸瓦よりもやや新しい製作年代

が推定される。このようなことから、土器類を使用した集落の形成以前に、調査地周辺に

瓦葺きの堂宇が存在したと想像される。遺物は集落およびこの堂宇の廃棄直後の堆積状況

を示していないので、両者の廃棄の前後関係および時期差は不明である。現在知られる調

査地周辺の中世までの寺院跡のうち、もっとも近い地点で確かめられているのは、法通寺

跡のものであるが、同寺の存統は今回もっとも多く出土した瓦の時期までは確かめられて

いない。その可能性とともに、他の寺院跡の有無も今後の課題となる。

軒瓦以外の平瓦・丸瓦について凹面・凸面

の成形 。調整技法を観察し、出土資料にみら

れる技法のモー ドを調べた。その結果を表2

に示す。表 2-bは平瓦凹面に粗い布日、凸面

に縄ロタタキや格子ロタタキを残し、平安時

代以前のものと考えられる (図 88-108～

110)。 その他の平瓦は表2-aに まとめた。こ

れらは表面の炭素の吸着の均―な灰色～暗灰

色を呈し、成形・調整技法の特徴からも、先

の資料より新しく、主として室町時代のもの

と考えられる (図 38104～ 107)。

瓦の成形時には凹面に布目が、凸面にやや

細かい縄目タタキが着く。また、離型のため

の中～粗粒砂、いわゆる「離れ砂」が瓦の表

面に散見される。その後調整時には、これら

がケズリ・ハケロ・板ナデ。ナデで一部ない

し全体に消去される。観察に際して注目した

点は、これらの成形・調整あるいは離型材料

の痕跡がどのように残されているかというこ

とであった。

ケズリは、ヘラ状の工具で行われたと考え

られるが、瓦の側縁や端′縁の切削。成形に用

いられたと考えられる刀子状の硬質で、鋭利

な工具とは異なる。また、後出の板ナデとの

102

103

馬cm

21

2cm

一

100

図37 鬼瓦 (遺構・遺物帯 ||)

図 36 軒丸瓦
(遺構 。遺物帯 II)

写真のスケールバーはすべて5cm。

識別が困難であった。ハケ調整のほとんど

は、歯の間隔が不規則な薄板の木口をこすりつけたものと考えられる。歯の痕跡がほとん

どなく、粗面のこすり痕をなすものを板ナデとした。ナデは指頭を直接用いず、布・革な

どのナデエ具を用い平滑に仕上げたと考えられる。

実際の資料では、凹面をナデ、凸面をケズリで仕上げたものがほとんどであつた(図 38

105。 106)。 これらのなかには、両面ないしは凸面に離れ砂を残す一群があり、同じ表面

調整の手法を用いながらも、実際の仕上げには顕著な差がある。表面の炭素の吸着にも差

があり、表面に砂粒を残さない一群は、暗灰色で鈍い光沢さえみとめられたり、均―な灰

色を呈するのに対して、砂の付着のみられる一群は淡灰色でまだらな二次焼成むらがみと

められた。この差が仕上げの精粗だけを意味するのか、瓦の利用目的や製作地・製作集団

あるいは製作時期の差であるのかは不明である。

丸瓦の出土点数は平瓦にくらべてかなり少なく、集計結果にみられるモードの有意性は

弱いが、凸面では縄ロタタキを、ハケとナデないしは、ハケのみで仕上げる手法がみられ

99
F,(Q,M);VCS― VFS
N3.5

煤付着

100
F,Mm,(Q,M),MS― VFS
N5.5
101

F,(M)

N5
102
F,Mm,Q,CS―VFS
103
F,Mm,Q,CS―VFS
卜J4
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104
(a-4)
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(b-5)
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1
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ｂ

(

０

６

108
(b-1)

0 10cm

１‐

↑ 112
(c-2)

３

４

１‐

ぐｃ．

図38 平瓦・丸瓦 (遺構 。遺物帯‖、表2参照 )
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114

(c-6)

115
(c-8)

0 10cm

116
(C-9)

117
(C-10)

図39 丸瓦 (遺構・遺物帯 H、 表2参照 )

た。凹面は布目で仕上げたものは少なく、ハケないし/およびナデでまばらに消去す
る手

法が多数みられた。しかし、もっとも卓越する手法は、凸面をひじよう
に平滑なナデで仕

上げるいっぽう、凹面は、細かい布目で仕上げるもので、41点あつた (図 39-117)。
これ

らは、使用時に上面をなす凸面の入念な調整や色調から、先に述
べた黒く仕上げのよい平

瓦 (図 38105)と対で製作されたと考えられる。

表 2-dは、凸面にナデ・ハケを施すが、比較的明瞭に縄ロタタキを、凹面には粗
い布目を

残すもので、表 2も と同様、平安時代以前のものと思われる。

3.22遣構・遺物帯‖の土器類の組成

遺構・遺物帯Ⅱから出土した遺物の組成をみると、通常の食物容器が卓越す
る組成とは

異なる印象を受ける。図 19のダイアグラムは表1に示す破片数から算出した相対出現
頻度

を示すため、「中世以前」で器種不明の土師器がきわだつているが、仮に出現頻度
を重量か

ら算出すれば、むしろ瓦器の播鉢・火舎の出現頻度がはるかに卓越するはず
である。すで

に述べたようにこれらの遺物は同時期の周辺の遺構が廃絶ないし破壊された後
に投棄され

たものである。水路底を安定させるための材料として、大礫および瓦と、これら
に匹敵す

る粒径の瓦器片が選択的に混入されているのではないかと思われる。より細粒
の遺物が流

水によって失われた可能性は本帯の砕屑性堆積物の粒度や堆積構造からみ
て低い。

3.2.3遺構・遺物帯Ⅲの台座状瓦器について

遺構・遺物帯Ⅲ の上娠群は上部を削平され、浅く残存するのみであつたが
、土坂 1と 3

からは、若干の人工遺物が出土した。この中で「台座状瓦器」と呼んだものに
ついて述べ

る (図 40)。

本資料は破片であるが、復原すると、直径 48cm、 厚さ5cmの 円盤状で、片面縁辺に緩
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b

表 2 平瓦・丸瓦の表面調整別破片数
やかなS宇状の傾斜面をもたせ、端縁に高さ
2cmあまりの面を取った形状をなし、頂部に円
形の広い平坦面をもつ。全体に笠形を呈する。
とりあえず、この笠形の凸面を上面と考える。

厚さ1.5cmあ まりの3層の粘土板を3層積み
重ねて成形されている。下面をなす板にやや小

さい直径の芯になる粘土板が重なり、上面の粘
土板は両者を覆うように笠形に重なっている。

芯になる粘土板は 2・ 3回に分けて成形された
ようである。上面の平坦画部分の粘土板の断面

では、水平方向の粘上の流理あるいはファブ

リックがみとめられ、この部分がタタキの手法

で成形されたと考えられる。ただし、ごくゎず
かな領域に布目が残ることから、雌型に充填す

る方法で成形された可能性もある。この場合
は、上面の粘土板から型内に充填されることに

なる。また、上面の平坦面下にもタタキによる

ものと同様な流理が形成されると考えられる。

成形後、上面と端縁の面を、3.5～4cm幅で、6
ないし7本の歯をもつ櫛状の道具を、軽く押し
つけたり、短いス トロークで擦ったりして表面
を調整している。下面は、歯のない板の木日を

用いたと思われる板ナデで仕上げている。

本資料の名称・用途は良好な出土状況の類例
がほとんどないため、今のところ不明だが、
1995年に実施された若江遺跡第61次発掘調査
で、同じ成形手法の土製品の破片が出土した。
この資料も、上面に平面形の輪郭より小さい平
坦面をもち、縁辺にむかって緩やかに傾斜する

面と端部の面取りがみとめられる。ただし、上

下の平坦面はハケロで仕上げている。また、残

存するわずかな縁辺は直線で、全体の平面形は

矩形を呈するものと考えられる。この資料か

ら、同器種には円形と矩形の2種類があったこ
とがわかる。また、同器種の形状が何かと積み

重ねての使用が想定されること、上下面の位置
は上述の状態で安定し、両資料ともに下面は、

詳細にみれば、全体にゆるやかな凹面をなす
が、細かい凹凸が多いことから、この接地面は

下面縁辺部から端部であると考えられること、
などの理由から何らかの「台座」ではないかと

想像される。さらに想像をすすめれば、円形・

矩形の2種類があり、本資料に相応してこの上
に載せられるものとして、火舎が思い浮かぶ。
このことの証明は今後の課題としたい。

32.4撹乱部から出土 した冶金関係遺物
遺構・遺物帯から除外した調査区北部の撹乱

部から、冶金に用いられたとみられるふいごの

凡例
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10Cm

図 40 台座状瓦器 (遺構 。遺物帯Ⅲ)

羽口、炉壁ないし炉床の一部をなしていたと思
われる軒平瓦破片、炭や砂粒がまじつた溶

融土塊がまとまって出土した (図 41・ 42)。
この撹乱部の直下には中世の遺物が卓越す

る遺

構・遺物帯 IIと奈良時代頃の自然堆積層が分布す
るため、本資料は遺構・遺物帯 IIないし

Ⅲにふくまれていた可能性が高い。また、表面が溶融
した軒平瓦の凹面はやや細かい布目

を残し、凸面はケズリで仕上げているため、そ
の製作時期は平安時代以降と考えられる。

ふいごの羽日の胎土には、黒雲母花蘭岩の岩体から生産
された角ばつた粗粒砂～極粗粒

砂が多く含まれ、神並遺跡周辺の現世の河川
に混入する角閃石を含まないため、搬入品

と

考えられる。ただし、本遺跡より北方数 100。
I以遠、南方約 41くm以遠の生駒山地西麓の河

川流域では、上流部の黒雲母花聞岩地帯から流出
した砂礫が入手できる。そのため、かな

り近隣からの搬入したものの可能性もある。

3.2.5遺構・遺物帯 VIIIの畿内第 IV様式上器の出上状況

今回の調査では、土層断面図に記載した遺構
・遺物帯VⅢ の、埋積谷北側谷壁斜面の堆

積層から弥生時代中期、畿内第Ⅳ 様式の土器
が出土した。いつぱう、南側谷壁斜面にも同

時期に堆積したと考えられる崩積性堆積物がみ
とめられたが、遺物はほとんど出土してい

ない。

ところで、神並遺跡西端部および西ノ辻遺跡で検出され
た埋積谷中から出土した畿内第

Ⅳ様式の土器を主とする弥生時代中期後半
の遺物は、北側に隣接する植附遺跡に存在

した

集落から廃棄され再堆積したかのように、埋積谷北
側谷壁斜面寄りに検出されている。植

附遺跡では、1986年の第 1次発掘調査地点では、壺棺
墓のほかに、同時期の上器沼まりが

検出されている。また、1962年頃に旧国道170号線
の西側で工場建設に際して弥生時代中

期の上器が出上した。以上のことから、弥生時代
中期後半の短期間に継統した集落跡が、

植附遺跡の南辺付近にあり、その時期には、西ノ辻
遺跡の領域よりもむし/っ 中心的に発達

していたのではないかと推測される。
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図 41 ふいどの羽回、一部溶融した軒平瓦

5cm

■1組織が脆くなった部分
Eコ 溶融の後、固結した部分

匡ヨ発泡のみられる部分

4.ま とめ
神並遺跡第 3次発掘調査では、下水道埋設工事に伴う細長いトレンチ内で、北北西―南
南西方向の水路跡が検出され、多数の礫とともに、室町時代 (15～ 16世紀)の瓦・土器類・
1陶磁器類・銭貨などが出土した。これらは、水路を構成する堆積層の累重関係から、中世～
近世の再堆積物と判断された。

さらに下位の層準には、縄文時代に下刻され、弥生時代中期までに埋積が進み、その後
弥生時代中期末～後期初頭の再下刻を経て、飛鳥―奈良時代に埋没した埋積谷が検出され、
谷中の堆積層から古墳時代中期～後期・弥生時代中期末～後期の遺物が出土した。また、
本調査地の隣接地の調査で、埋積谷内で検出されている古墳時代 (5世紀末～6世紀初頭)
の水利遺構の層準と、その下位の弥生時代後期の貯木層の層準を確認した。以上の結果は、
本調査区の隣接地ですでに行われた神並遺跡西端部～西ノ辻遺跡の発掘調査において検出
された同一埋積谷の層序と対比し、さらに検討することにしたい。この層序論は、縄文時
代後・晩期以後、奈良時代までの生駒山西麓の環境変化を推測するうえで重要な意味をも
つと思われる。
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図42 溶融土塊 (Aト レンチ、北部撹乱部)

神並遺跡西端部の水路跡と埋積谷

一 下水 1-10工区管渠築造工事に伴う神並遺跡第 3次発掘調査報告一
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An Excavation Report of Drainage Ditch and
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Kounami site is iocated in the most eastern part Of Kawachi a‖
uvial

plain,Osaka prefecture(Fig.1).This site area,ca.500m in diameterin the

range Of 17-40m altitude,is on the slope of a‖ uvial fan developed from
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n of archacological materials by burying
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many reworked graveis and artifacts of Muromachi period(15-1 6th

century),mainty roOf t‖ es(Fig。36‐ 39)and potteries(Fig.21‐ 27),the date
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the ditch.

Immediately below the ditch,a buried va‖ ey sretching east tO north

電 i群 蔦 箋 却 ]熱 :紬 発 I数 搬 :輔 匙
in JOmOn period(in the earlier than the later stage of Late」omon
period(ca.4500y.B.P.)and in the later stage of Final 

」omon
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overlain erosiOna‖ y on the former fill,it can be infered that the base level

was lowered temporarily at the end Of Middle Yayaoi period and the end of

Middle Kofun periOd.The alternatiOn Of the accumulation and erosion in
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il早 :lζ :!モ【|:告iihangesaRerthemaximunlstageof」 Omon transgression
At the horizOn 3.5m below the surface of the test pit at the southern

end of excavatiOn area,a scatter Of charcoal fragments and autochthOnous
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